
 

１ 

 平成 30 年５月 10日 

各 位 

会 社 名 株 式 会 社 力 の 源 ホ ー ル デ ィ ン グ ス 

代表者名 代表取締役社長兼ＣＯＯ 清 宮  俊 之 

（コード番号：3561 東証一部） 

問合せ先 常務取締役ＣＦＯ 粕 谷  進 一 

（ TEL. 03-6264-3899） 

 

剰余金の配当（普通配当および記念配当）に関するお知らせ 

 

 当社は、本日開催の取締役会において、下記のとおり、平成 30 年３月 31 日を基準日とする剰余金の

配当を行うことを決議いたしましたので、お知らせいたします。 

 なお、当社は、会社法第 459 条第 1項の規定に基づき、取締役会の決議により剰余金の配当等を行う

ことが出来る旨を定款に定めております。 

 

記 

 

１．配当の内容 

 決定額 
直近の配当予想 

（平成 29 年 11 月９日公表） 

前期実績 

（平成 29年３月期） 

基準日 平成 30 年３月 31 日 同左 平成 29 年３月 31 日 

１株当たり配当金 

４円 00 銭 

（普通配当 ３円 00銭） 

（記念配当 １円 00銭） 

３円 00 銭 

６円 00 銭 

（普通配当 ５円00銭） 

（記念配当 １円00銭） 

配当金総額 93 百万円 ― 67 百万円 

効力発生日 平成 30 年６月８日 ― 平成 29 年６月９日 

配当原資 利益剰余金 ― 利益剰余金 

（注）当社は平成 29年 10 月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。前期実績については、

当該株式分割前の実際の配当金の額を記載しております。 

 

２．理由 

 当社は、将来の事業の発展と経営基盤の強化のための内部留保に意を用いつつ、経営成績や配当性向等を総合的

に勘案し、株主の皆様に対し安定的かつ継続的な利益還元を実施することを基本方針としております。また、当社

は、平成 30年３月 22 日に東京証券取引所市場第一部へ市場変更いたしました。これもひとえに株主の

皆様をはじめ、関係各位の長年にわたるご支援の賜物と心より感謝申し上げます。上記の方針と業績等

を総合的に勘案した結果及び株主の皆様への感謝の意を表するため、当期末の配当につきましては、普

通配当である１株あたり３円 00 銭に記念配当１円 00 銭を加えた、１株当たり４円 00 銭とする旨、本日

の取締役会で決議いたしました。 

 なお、次期（平成 31 年３月期）の配当予想につきましては、本日発表しております「平成 30年３月

期決算短信[日本基準]（連結）」のとおり、１株当たり普通配当８円 00銭（中間配当４円 00 銭、期末

配当４円 00銭）を予定しております。 



 

２ 

（ご参考）年間配当の内訳 

 １株当たり配当金 

基準日 第２四半期末 期末 年間 

当期実績 

（株式分割前換算） 

５円 00 銭 

（５円 00 銭） 

４円 00 銭 

（８円 00 銭） 

― 

（13 円 00 銭） 

前期実績（平成 29年３月期） ０円 00 銭 ６円 00 銭 ６円 00 銭 

（注） １．当社は平成 29年 10月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。このため、平成  

30 年３月期第２四半期以前の配当金につきましては、当該株式分割前の実際の配当金の額を記載しており、

当期実績の１株当たり年間配当金は「―」として記載しております。 

    ２．前年実績及び当期実績の期末配当は、記念配当１円 00銭を含んでおります。 

 

以  上 


